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第 1条（050IP 電話アプリケーション使用許諾に関する利用規約の目的） 

050IP電話アプリケーション使用許諾に関する利用規約（以下、「本使用許諾」といいます。）はイオンリ
テール株式会社（以下｢当社｣といいます。）が提供する「050IP電話アプリケーション（以下、「本アプリ
ケーション」といいます。）」の利用について定めるものです。 

2 本アプリケーションをインストールして利用する者（以下「利用者」といいます。）は本使用許諾を誠実
に遵守するものとします。 

 
第 2条（本使用許諾の適用範囲） 
本使用許諾は利用者と当社との間の本アプリケーションに関する一切の関係に適用します。 

2 本アプリケーションについて本使用許諾で定めの無い事項は、当社が別に定めるイオンモバイルサービ
ス契約約款が適用されるものとします。 

3 当社が「050IP 電話（以下、「本サービス」といいます。）」の円滑な運用を図るために必要に応じて利用
者に通知する本アプリケーションの利用に関する諸規程（取り扱いマニュアル等を含みます。）は本使用
許諾の一部を構成するものとします。 

 
第 3条（本アプリケーションの使用許諾） 
当社は、利用者に対して、本アプリケーションを使用する権利を与えます。ただし、利用者は当社のい
かなる商標、商号もしくはサービス・マークに関する権利を付与されたものではありません。 

2 利用者は、当社が本アプリケーションの動作を確認した端末（以下、「端末」といいます。）にインスト
ールして使用することができます。ここで、使用とは本アプリケーションを端末上で実行させることを
いいます。 
当社が動作確認をしている最新の端末は、 
こちらのURL(https://aeonmobile.jp/simtype/#terminal)をご覧ください。記載のない端末は対応外とな
ります。 

 
第 4条（本アプリケーションの禁止事項） 
利用者は、本アプリケーションを利用するために必要な範囲で、且つバックアップを目的とする場合を
除き、本アプリケーションの全部、または一部を複製してはなりません。 

2 利用者は、本アプリケーションの全部、または一部を改変してはなりません。 
3 利用者は、本アプリケーションに含まれるソフトウェアプログラムに対して、リバース・エンジニアリ
ング、ディスアセンブル、またはデコンパイル等してはなりません。 

 
第 5条（本アプリケーションの変更） 
当社は、利用者の承諾を得ることなく、本使用許諾及び本アプリケーションの内容変更（本アプリケー
ションのバージョンアップを含みます。）を行うことができるものとします。 

2 本使用許諾及び本アプリケーションの変更は、本アプリケーション提供サイトに掲示を行った時点で効
力を有するものとします。 

 
 



第 6条（本アプリケーションの利用中止及び中断） 
当社は本アプリケーションの利用を中止及び中断（一時的に利用できないようにすることをいいます。
以下同じとします。）することがあります。 
(1)本アプリケーションのバージョンアップを行うとき 
(2)その他、本アプリケーションが正常に動作せず、本アプリケーションを継続して提供することが 
 著しく困難なとき 

2 当社は、前項の規定により本サービスの利用を中止する場合は、あらかじめそのことを、マイページ等
により利用者に通知します。ただし、緊急やむを得ない場合は、この限りでありません。 
 

第 7条（当社が行う本アプリケーションの提供の終了） 
当社は、本アプリケーションの提供を終了することができるものとします。この場合、当社は、利用者
その他いかなる者に対して、いかなる責任も負わないものとします。 

2 前項に基づき本アプリケーションの提供を終了する場合は、マイページ等によりそのことを通知します。 
 
第 8条(知的財産権の帰属) 
本アプリケーション及びその関連書類に関する著作権及びその他一切の知的財産権は、当社に帰属しま
す。 

2 iOS 版に関するライセンス条項については以下通りとします。 
(1)本アプリケーションは libSRTPを利用しています。ライセンス条項については 
 （http://srtp.sourceforge.net/license.html）をご覧ください。 
(2)本アプリケーションは libGSMを利用しています。ライセンス条項については 
 （http://libgsm.sourcearchive.com/）をご覧ください。 
(3)本アプリケーションは Zlib/minizip を利用しています。ライセンス条項については 
 （http://www.winimage.com/zLibDll/minizip.html）をご覧ください。 
(4)本アプリケーションはHPGrowingTextView を利用しています。ライセンス条項については 
 (https://github.com/HansPinckaers/GrowingTextView)をご覧ください。 
(5)本アプリケーションは fmdb を利用しています。ライセンス条項について 
 (https://github.com/ccgus/fmdb)をご覧ください。 
(6)本アプリケーションは JSONKit を利用しています。ライセンス条項については 
 (https://github.com/johnezang/JSONKit)をご覧ください。 
(7)本アプリケーションはMBProgressHUD を利用しています。ライセンス条項については 
 (https://github.com/jdg/MBProgressHUD/blob/master/LICENSE)をご覧ください。 
(8)本アプリケーションは Reachability を利用しています。ライセンス条項については 
(http://developer.apple.com/library/ios/#samplecode/Reachability/Introduction/Intro.html#//ap  
 ple_ref/doc/uid/DTS40007324-Intro-DontLinkElementID_2)をご覧ください。 
(9)本アプリケーションは AFNetworkingを利用しています。ライセンス条項について 
 （https://github.com/AFNetworking/AFNetworking/blob/master/LICENSE)をご覧ください。 

3 Android 版に関するライセンス条項については以下通りとします。 
(1)本アプリケーションは libSRTPを利用しています。ライセンス条項については 
 （http://srtp.sourceforge.net/license.html）をご覧ください。 
(2)本アプリケーションは libGSMを利用しています。ライセンス条項については 
 （http://libgsm.sourcearchive.com/）をご覧ください。 
(3)本アプリケーションは Apachecommonslogging,ApacheCommonscodec を利用しています。 



 ライセンス条項については（http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0.html）をご覧ください。 
(4)本アプリケーションは Zip4j を利用しています。ライセンス条項については 
 （http://www.lingala.net/zip4j/）をご覧ください。 
(5)本アプリケーションはWebSocketclientforAndroid を利用しています。ライセンス条項については 
 (https://github.com/koush/android-websockets）をご覧ください。 
(6)本アプリケーションはMongoDBJavaDriverを利用しています。ライセンス条項については 
 (https://github.com/mongodb/mongo-java-driver)をご覧ください。 

 
第 9条（当社の免責事項） 
当社は、利用者に対して、次にかかげるいかなる責任も負わないものとします。 
(1)本アプリケーションが、他人の権利を侵害しないこと 
(2)いかなる端末でも利用できること 
(3)利用者の期待通りの品質を有すること、その作動が中断されないこと、その作動に誤りがないこと 
(4)本アプリケーションがインストールされた端末内の他のアプリケーションや利用者データに悪影響
を及ぼさないこと 

2 前項に規定する他、当社は、本アプリケーションの利用にあたり利用者、または第三者に対して当社の
故意、または重大な過失による場合を除き、いかなる責任も負わないものとします。また、当社は本使
用許諾の定めに従って当社が行った行為の結果生じた損害について、いかなる責任も負わないものとし
ます。 

 
第 10 条（利用者の自己責任） 
利用者は、本アプリケーションの利用にあたり、端末の設定等を変更する必要が生じた場合、または設
定等が本アプリケーションにより自動で変更された場合、その設定等の変更の結果生じた費用等につい
て、自己の責任と負担によることとし、当社はいかなる責任も負わないものとします。 

 
第 11 条（利用者の遵守事項） 
利用者は、本アプリケーションおよび本アプリケーションに使用されている技術(以下、「本アプリケー
ション等」といいます。)を利用するにあたり、外国為替及び外国貿易法その他の日本国の輸出関連法規、
ならびに、米国輸出管理規則に基づく輸出規制の対象となる可能性があること、ならびにその他の国に
おける輸出規制対象品目に該当している可能性があることを認識の上、これらの法規を遵守するものと
し、ならびに、本アプリケーション等を適正な政府の許可なくして、禁輸国もしくは貿易制裁国の企業、
居住者、国民、または、取引禁止者、取引禁止企業に対して、譲渡、輸出または再輸出しないものとしま
す。 

2 利用者は、本アプリケーション等を、外国為替および外国貿易法その他の日本国の輸出関連法規に定め
る核兵器を含む大量破壊兵器、通常兵器等の開発、製造、使用のために利用しないものとします。 
 

※ 本アプリケーションのダウンロード、本アプリケーションでの発信、着信、通話などインターネット接
続に必要なパケット通信は利用者のご負担になります。また、アプリは定期的に自動通信を行う場合が
あり、その際もパケット通信が発生いたします。 


